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男女共同参画をすすめるための意識調査 

 

１ 調査の目的 

  本調査は、男女共同参画社会の形成を推進するため、市民の男女平

等に関する意識や家庭生活などの実態を把握し、陸前高田市男女共同

参画計画の基礎資料とするものです。 

 

２ 実施主体 

  陸前高田市 

 

３ 調査項目 

 (1) 男女平等について 

 (2) 女性の社会参画について 

 (3) 家庭生活について 

 (4) 職業について 

 (5) 仕事と家庭・社会活動の両立について 

 (6) ドメスティック・バイオレンス（DV）などについて 

 (7) 男女共同参画施策について 

 

４ 調査概要 

(1) 調査の名称 男女共同参画をすすめるための意識調査 

(2) 調査対象 

ア 住民基本台帳から無作為抽出した２０歳以上の 1,000人 

イ 市内中学校及び岩手県立高田高等学校の生徒 

(3) 調査方法 

ア 郵送による配布・回収 

イ 学校を通じて配布・回収 

  (4) 調査期間 令和３年１１月２２日から令和３年１２月６日まで 

    

５ 回収結果 

配布数 回収数 回収率 

１，２３２ ６０４ ４９．０％ 
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男性, 279 

女性, 322 

どちらでもな

い, 2 
無回答, 1 

集計の結果                      

 

 

 回答者の属性                                              

 

 

１ 性別 

 

選択肢 回答数 比率 

男性 279 46% 

女性 322 53% 

どちらでもない 2 0% 

無回答 1 0% 

合計 604 100％ 

 

 

 

 

 

２ 年齢 

 

選択肢 回答数 比率 

19歳以下 232 38% 

20～29歳 37 6% 

30～39歳 51 8% 

40～49歳 71 12% 

50～59歳 63 10% 

60～69歳 72 12% 

70歳以上 77 13% 

無回答 1 0% 

合計 604 100% 

 

 

 

19歳以下, 

232 

20～29歳, 

37 30～39歳, 

51 

40～49

歳, 71 

50～59歳, 

63 

60～69歳, 

72 

70歳以上, 

77 

無回答, 1 

※各グラフの「ｎ＝」は質問に対する有効回答数です。 



3 

 

３ 職業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

４ 家族構成 

 

選択肢 回答数 比率 

単身世帯（ひとり暮らし） 27 4% 

夫婦のみ 67 11% 

二世代世帯（親と子） 280 46% 

三世代世帯（親と子と孫） 199 33% 

その他 27 4% 

無回答 4 1% 

合計 604 100% 

 

 

 

選択肢 回答数 比率 

自営業（農林漁業） 22 4% 

自営業（商工サービス業） 12 2% 

自営業（自由業） 8 1% 

勤め（フルタイム・常勤） 139 23% 

勤め（パート・アルバイ

ト・臨時職員など） 
68 11% 

内職 2 0% 

中学生・高校生 233 39% 

大学生・専門学校生 4 1% 

無職（専業主婦・主夫） 40 7% 

無職（その他） 56 9% 

その他 18 3% 

無回答 2 0% 

合計 604 100% 

自営業（農林漁

業）, 22 

自営業（商工

サービス業）, 

12 

自営業（自由

業）, 8 

勤め（フルタ

イム・常勤）, 

139 

勤め（パー

ト・アルバイ

ト・臨時職員

など）, 68 

内職, 2 

中学生・高校

生, 233 

大学生・専門学

校生, 4 

無職（専業主

婦・主夫）, 

40 

無職（その

他）, 56 

その他, 18 

無回答, 2 

単身世帯

（ひとり暮

らし）, 

27 

夫婦のみ, 

67 

二世代世帯

（親と

子）, 280 

三世代世帯

（親と子と

孫）, 199 

その他, 

27 
無回答, 4 
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 １ 男女平等についてお伺いします。                                                          

 

問１ あなたは今の社会で、次のような各分野で男女の地位が平等になっていると思

いますか。次の①～⑧の項目ごとに１～６の中から１つずつ選んで○をつけてく

ださい。 

項 目 

男性の方が

非常に優遇

されている 

どちらかといえ

ば男性の方が優

遇されている 

平 等 

どちらかといえ

ば女性の方が優

遇されている 

女性の方が

非常に優遇

されている 

わ か ら

ない 

①家庭で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②地域社会で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③職場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④学校教育の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤社会通念、慣習、し

きたりなどで 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥政治の場で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦法律や制度の上で １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧社会全体として １ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

【問１回答：総数（全世代・男女）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32 

47 

42 

8 

70 

155 

56 

62 

181 

226 

171 

54 

254 

276 

186 

305 

312 

241 

241 

402 

166 

88 

227 

134 

27 

17 

23 

21 

13 

2 

27 

20 

5 

2 

3 

5 

5 

2 

4 

2 

37 

56 

104 

90 

81 

66 

86 

68 

10 

15 

20 

24 

15 

15 

18 

13 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝604） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 
場で 

 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 

の上で 
 
⑧ 社会全体と 
して 
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【問１回答：男性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１回答：女性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

7 

12 

9 

2 

21 

61 

19 

24 

70 

93 

76 

11 

99 

118 

65 

128 

167 

133 

120 

191 

107 

62 

128 

78 

14 

5 

12 

12 

9 

2 

22 

17 

2 

2 

2 

5 

2 

1 

3 

1 

15 

27 

53 

47 

35 

28 

35 

27 

4 

7 

7 

11 

6 

7 

7 

4 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 
場で 

 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 

の上で 
 
⑧ 社会全体と 
して 

（n＝279） 

25 

35 

32 

6 

48 

92 

36 

36 

110 

132 

95 

42 

154 

158 

120 

177 

144 

107 

120 

211 

59 

26 

99 

56 

13 

12 

11 

9 

4 

0 

5 

3 

3 

0 

1 

0 

3 

1 

1 

1 

22 

29 

51 

42 

46 

38 

51 

41 

5 

7 

12 

12 

8 

7 

10 

8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝322） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 
場で 

 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 

の上で 
 
⑧ 社会全体と 
して 
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【問１回答：中学生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１回答：高校生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 

1 

2 

1 

2 

13 

3 

3 

8 

16 

18 

4 

20 

42 

14 

33 

91 

78 

66 

91 

66 

36 

69 

48 

1 

2 

2 

3 

5 

0 

6 

3 

1 

1 

0 

2 

1 

0 

0 

1 

6 

11 

20 

8 

15 

18 

17 

21 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝109） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 
場で 

 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 
の上で 

 
⑧ 社会全体と 

して 

1 

6 

5 

0 

9 

36 

7 

13 

17 

35 

26 

5 

34 

49 

29 

53 

81 

54 

48 

101 

39 

18 

52 

32 

9 

6 

5 

10 

2 

0 

6 

3 

1 

0 

0 

0 

1 

1 

0 

0 

13 

21 

36 

6 

37 

18 

27 

21 

1 

1 

3 

1 

1 

1 

2 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝123） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 
場で 

 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 

の上で 
 
⑧ 社会全体と 
して 
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【問１回答：２０～２９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１回答：３０～３９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1 

5 

2 

0 

10 

19 

8 

7 

21 

21 

17 

4 

24 

22 

16 

25 

19 

19 

22 

37 

10 

4 

13 

8 

6 

2 

6 

2 

2 

0 

6 

7 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

1 

0 

4 

3 

4 

7 

5 

6 

7 

4 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝51） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 
場で 

 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 
の上で 

 
⑧ 社会全体と 

して 

2 

3 

2 

2 

6 

13 

4 

2 

15 

13 

10 

0 

13 

18 

13 

22 

14 

16 

18 

28 

11 

3 

13 

7 

2 

0 

1 

1 

0 

0 

2 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

3 

4 

5 

4 

6 

2 

4 

4 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝37） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 

場で 
 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 
の上で 

 
⑧ 社会全体と 
して 
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【問１回答：４０～４９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１回答：５０～５９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

4 

6 

7 

0 

8 

18 

8 

6 

27 

33 

23 

12 

43 

35 

30 

42 

27 

18 

24 

36 

7 

7 

19 

10 

0 

1 

2 

0 

0 

1 

2 

1 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

1 

0 

4 

3 

4 

11 

3 

1 

2 

2 

1 

2 

3 

3 

2 

1 

1 

2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝63） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 
場で 

 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 

の上で 
 
⑧ 社会全体と 
して 

5 

11 

6 

1 

16 

20 

12 

16 

30 

35 

24 

10 

36 

36 

25 

38 

32 

20 

34 

50 

13 

9 

26 

12 

1 

2 

3 

0 

1 

0 

1 

2 

1 

0 

1 

0 

1 

1 

2 

1 

2 

2 

3 

9 

2 

5 

4 

2 

0 

1 

0 

1 

2 

0 

1 

0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝71） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 

場で 
 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 
の上で 

 
⑧ 社会全体と 
して 
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【問１回答：６０～６９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問１回答：７０歳以上のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

8 

5 

6 

2 

5 

7 

4 

4 

32 

35 

29 

8 

37 

46 

27 

44 

23 

21 

15 

31 

18 

8 

22 

11 

3 

1 

0 

2 

0 

0 

1 

1 

2 

0 

0 

0 

1 

0 

0 

0 

5 

9 

18 

24 

9 

9 

16 

10 

4 

6 

9 

10 

7 

7 

7 

7 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝77） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 

場で 
 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 
の上で 

 
⑧ 社会全体と 
して 

9 

10 

11 

2 

14 

28 

10 

10 

30 

37 

24 

10 

46 

28 

31 

48 

25 

15 

14 

28 

2 

3 

13 

6 

5 

3 

4 

3 

3 

1 

3 

2 

0 

0 

2 

1 

1 

0 

0 

0 

0 

3 

14 

21 

4 

7 

9 

4 

3 

4 

3 

7 

2 

5 

6 

2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

家庭 

地域社会 

職場 

学校教育 

社会通念など 

政治 

法律や制度 

社会全体 

男性の方が非常に優遇されている どちらかといえば男性の方が優遇されている 

平 等 どちらかといえば女性の方が優遇されている 

女性の方が非常に優遇されている わからない 

無回答 

（n＝72） 

① 家庭で 

 

② 地域社会で 

 

③ 職場で 

 

④ 学校教育の 

場で 
 
⑤ 

 

⑥ 政治の場で 

 

⑦ 法律や制度 
の上で 

 
⑧ 社会全体と 
して 



10 

 

問２ 今後、男女が社会のあらゆる分野でもっと平等になるために、重要と思われる

ものは何ですか。次の中から３つまで選んで○をつけてください。  

 

 

 

  

235 

337 

292 

71 

114 

111 

281 

198 

15 

25 

0 100 200 300 400
1 法律や制度の面で見直しを行い、男女差別に

つながるものを改めること 

２ 男性や女性を取り巻く様々な偏見や固定的な

社会通念、慣習、しきたりを改めること 

３ 男女間の経済力の差をなくすこと 

４ 女性が知識、技術を習得するなど、積極的に

能力の向上を図ること 

５ 女性の就業、社会参加を支援する施設やサー

ビスの充実を図ること 

６ 女性の役職への登用や政策決定の場への参画 

７ 男性が家事や育児・介護・地域活動に積極的

に参加すること 

８ 子どものときからの男女平等教育 

９ その他 

１０ わからない 

１ 法律や制度の面で見直しを行い、男女差別に 
つながるものを改めること 

 
２ 男性や女性を取り巻く様々な偏見や固定的な 
 社会通念、慣習、しきたりを改めること 
 
３ 男女間の経済力の差をなくすこと 
 
 
４ 女性が知識、技術を習得するなど、積極的に 
 能力の向上を図ること 
 
５ 女性の就業、社会参加を支援する施設やサー 
ビスの充実を図ること 

 
６ 女性の役職への登用や政策決定の場への参画 
 
 
７ 男性が家事や育児・介護・地域活動に積極的 
に参加すること 
 

８ 子どものときからの男女平等教育 
 
 
９ その他 
 
 
１０ わからない 

（n＝1679） 

(人) 
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 2 女性の社会参画についてお伺いします。                             
 

問３ あなたは、次の分野において、女性の意見や考え方が反映されていると思いま

すか。次の①～④の項目ごとに１～５の中から１つずつ選んで○をつけてくださ

い。 

 

項 目 
十分反映され

ている 

ある程度反映

されている 

あまり反映さ

れていない 

ほとんど反映

されていない 
わからない 

①地域社会で １ ２ ３ ４ ５ 

②職場で １ ２ ３ ４ ５ 

③地方自治体 

（県や市町村）の施策で 
１ ２ ３ ４ ５ 

④国の施策で １ ２ ３ ４ ５ 

 

 

【問３回答：総数（全世代・男女）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

80 

107 

65 

41 

304 

264 

241 

200 

108 

81 

135 

174 

14 

19 

24 

48 

88 

121 

126 

129 

10 

12 

13 

12 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施

策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

（n＝604） 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 

③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 

 

④ 国の施策で 
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【問３回答：男性のみ抜粋】 

 

 

【問３回答：女性のみ抜粋】 

 

 

【問３回答：中学生のみ抜粋】 

 

50 

57 

42 

28 

139 

112 

116 

106 

44 

46 

60 

70 

4 

5 

7 

24 

39 

57 

50 

48 

3 

2 

4 

3 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

29 

50 

23 

13 

165 

152 

125 

94 

64 

34 

75 

103 

10 

14 

16 

24 

48 

63 

75 

80 

6 

9 

8 

8 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

24 

23 

20 

10 

54 

35 

39 

37 

18 

21 

26 

27 

1 

2 

1 

12 

25 

41 

36 

36 

1 

1 

1 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

（n＝279） 

（n＝322） 

（n＝123） 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 



13 

 

【問３回答：高校生のみ抜粋】 

 

 

【問３回答：２０～２９歳のみ抜粋】 

 

 

【問３回答：３０～３９歳のみ抜粋】 

 

31 

34 

26 

18 

50 

41 

47 

33 

5 

4 

13 

32 

0 

1 

0 

3 

23 

28 

23 

23 

0 

1 

0 

0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

5 

11 

3 

2 

18 

19 

16 

14 

10 

2 

9 

12 

0 

0 

1 

2 

3 

4 

7 

6 

1 

1 

1 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

3 

10 

3 

2 

26 

30 

23 

19 

10 

5 

7 

12 

2 

2 

3 

4 

10 

4 

15 

14 

0 

0 

0 

0 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

（n＝109） 

（n＝37） 

（n＝51） 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 
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【問３回答：４０～４９歳のみ抜粋】 

 

 

【問３回答：５０～５９歳のみ抜粋】 

 

 

【問３回答：６０～６９歳のみ抜粋】 

 
 

8 

15 

8 

6 

38 

40 

32 

25 

15 

9 

16 

22 

4 

3 

6 

7 

5 

3 

8 

10 

1 

1 

1 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

3 

8 

1 

2 

44 

37 

28 

23 

10 

9 

20 

23 

2 

3 

5 

6 

3 

5 

8 

8 

1 

1 

1 

1 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

3 

4 

2 

0 

36 

30 

31 

23 

21 

14 

21 

22 

4 

8 

4 

9 

7 

14 

13 

16 

1 

2 

1 

2 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

（n＝71） 

（n＝63） 

（n＝72） 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 

① 地域社会で 

 

② 職場で 

 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 
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【問３回答：７０歳以上のみ抜粋】 

 
 

 

 

 

 

 

  

2 

2 

2 

1 

38 

32 

25 

26 

19 

16 

23 

23 

1 

0 

3 

5 

12 

22 

16 

16 

5 

5 

8 

6 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域社会 

職場 

地方自治体の施策 

国の施策 

十分反映されている ある程度反映されている あまり反映されていない 

ほとんど反映されていない わからない 無回答 

（n＝77） 

① 地域社会で 

 

② 職場で 
 
③ 地方自治体

（県や市町村）

の施策で 
 

④ 国の施策で 
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〔問３で「あまり反映されていない」または「ほとんど反映されていない」と答えた

項目があった方にお伺いします。〕 

問４ 反映されていない理由は何だと思いますか。次の中から３つまで選んで○をつ

けてください。 

 

 

 

  

142 

92 

58 

96 

68 

126 

120 

99 

7 

0 50 100 150

１ 女性議員が少ない 

２ 行政機関の管理職に女性が少ない 

３ 行政機関が設置する審議会や委員

会に女性委員が少ない 

４ 組合団体や地域組織のリーダーに

女性が少ない 

５ 女性自身が消極的 

６ 男性の意識、理解が足りない 

７ 社会のしくみが女性に不利 

８ 女性の能力に対する偏見がある 

９ その他    

３ 行政機関が設置する審議会や委員 
会に女性委員が少ない 

 
４ 組合団体や地域組織のリーダーに 
 女性が少ない 

（n＝808） 

(人) 
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問５ あなたは、今後、特にどのような分野で女性の参画を進めるべきだと思います   

か。次の中からあてはまるものをすべて選んで○をつけてください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n＝1984） 

384 

296 

194 

179 

234 

164 

112 

144 

109 

93 

10 

65 

0 100 200 300 400

１ 議会の議員（国会・県議会・市町村議会等） 

２ 公務職場（国の省庁、県庁、市町村の役所等） 

３ 弁護士、医師などの専門職 

４ 自治会、ＰＴＡ、生徒会、各種任意団体（市地域女

性団体協議会、市老人クラブ連合会等）などの役員 

５ 企業の管理職、労働組合の幹部 

６ 国連などの国際機関 

７ 建設業など女性の少ない職場 

８ 理工系など女性の少ない分野の学生 

９ 大学、研究所などの研究者 

１０ 農林水産業団体などの役職 

１１ その他 

１２ 特にない 

４ 自治会、ＰＴＡ、生徒会、各種任意団体（市地域女

性団体協議会、市老人クラブ連合会等）などの役員 

(人) 
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 ３ 家庭生活についてお伺いします。                                
 

問６ 「男は仕事、女は家庭」という考え方を、あなたはどう思いますか。 

  次の中から１つ選んで○をつけてください。 

  １ 同感する   ２ 同感しない   ３ わからない 

 

 

【問６回答：総数（全世代・男女）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６回答：男性のみ抜粋】        【問６回答：女性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同感する 

7% 

同感しない 

73% 

わからない 

16% 

無回答 

4% 

同感する 

10% 

同感しな

い 

67% 

わからな

い 

20% 

無回答 

3% 

同感する 

4% 

同感しな

い 

80% 

わからな

い 

11% 

無回答 

5% 

（n＝604） 

（n＝279） （n＝322） 
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【問６回答：中学生のみ抜粋】          【問６回答：高校生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６回答：２０～２９歳のみ抜粋】    【問６回答：３０～３９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問６回答：４０～４９歳のみ抜粋】     【問６回答：５０～５９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同感する 

3% 

同感しな

い 

79% 

わからな

い 

13% 

無回答 

5% 
同感する 

6% 

同感しない 

73% 

わからない 

18% 

無回答 

3% 

同感する 

0% 

同感しな

い 

86% 

わからな

い 

11% 

無回答 

3% 

同感する 

6% 

同感しない 

80% 

わからな

い 

14% 

無回答 

0% 

同感する 

8% 

同感しな

い 

75% 

わから

ない 

14% 

無回答 

3% 

同感する 

3% 

同感しない 

70% 

わからない 

25% 

無回答 

2% 

（n＝109） 

（n＝51） 

（n＝63） 

（n＝123） 

（n＝71） 

（n＝37） 
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【問６回答：６０～６９歳のみ抜粋】      【問６回答：７０歳以上のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

同感

する 

11% 

同感しな

い 

68% 

わからな

い 

15% 

無回答 

6% 

同感する 

14% 

同感しな

い 

62% 

わから

ない 

13% 

無回答 

11% 

（n＝72） （n＝77） 
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〔現在結婚されている方にお伺いします。〕 

問７ あなたのご家庭では、次にあげるような家事などを、主に誰が分担しています

か。次の①～⑨の項目ごとに１～６の中から１つずつ選んで○をつけてください。 

  ※育児や介護・看護については、現在該当しなくても過去にご経験があれば、   

それをもとにお答えください。  

 

項 目 
主に妻が行

っている 

主に妻が行い、

夫が一部を分

担している 

同 程 度

分 担 し

ている 

主に夫が行い、

妻が一部を分

担している 

主に夫が行

っている 
その他 

①掃除 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

②洗濯 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

③日常の買い物 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

④食事のしたく １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑤食事の後片付け １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑥育児 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑦介護・看護 １ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑧地域の行事（自治

会等）に参加 
１ ２ ３ ４ ５ ６ 

⑨家庭の問題にお

ける最終的な決

定をする 

１ ２ ３ ４ ５ ６ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

133 

166 

135 

186 

160 

102 

95 

47 

26 

78 

60 

66 

65 

64 

78 

56 

35 

20 

52 

31 

57 

12 

38 

37 

33 

70 

97 

11 

10 

6 

1 

8 

1 

3 

58 

59 

3 

8 

8 

6 

7 

2 

1 

43 

65 

4 

7 

9 

12 

5 

33 

0 

18 

11 

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

掃除 

洗濯 

日常の買い物 

食事のしたく 

食事の後片付け 

育児 

介護・看護 

地域行事への参加 

家庭の問題におけ

る最終的な決定 

主に妻が行っている 主に妻が行い、夫が一部を分担している 

同程度分担している 主に夫が行い、妻が一部を分担している 

主に夫が行っている その他 

（n＝282） 

① 掃除 

 

② 洗濯 

 

③ 日常の買い物 

 

④ 食事のしたく 

 

⑤  

 

⑥ 育児

 

⑦ 介護・看護 
 
⑧

 
 
⑨
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問８ 男女がともに家事、育児、介護、地域活動に積極的に参加していくためには、 

  どのようなことが必要だと思いますか。次の中からあてはまるものをすべて選ん

で○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

321 

172 

347 

225 

321 

201 

313 

233 

107 

167 

5 

28 

22 

0 100 200 300 400

１ 男性の参加意識 

２ 女性の参加意識 

３ 夫婦や家族間でのコミュニケーション 

４ 年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等

についての当事者の考え方を尊重すること 

５ 社会の中で男性による家事、育児、介護、

地域活動についての評価 

６ 社会の中で女性による家事、育児、介護、

地域活動についての評価 

７ 職場における上司や周囲の理解 

８ 多様な働き方の普及により、仕事以外の時

間の増加 

９ 啓発や情報提供、相談窓口の設置、技術の

研修 

１０ 育児や介護、地域活動を行うための、仲

間作り 

１１ その他 

１２ わからない 

１３ 無回答 

１ 男性の参加意識を高めること 
 
 

２ 女性の参加意識を高めること 
 
 

３ 夫婦や家族間でのコミュニケーションを 

 よくはかること 
 
４ 年配者やまわりの人が、夫婦の役割分担等 

についての当事者の考え方を尊重すること 
 
５ 社会の中で男性による家事、育児、介護、 

地域活動についても、その評価を高めること 
 
６ 社会の中で女性による家事、育児、介護、 

地域活動についても、その評価を高めること 
 
７ 職場における上司や周囲の理解を進める 

 こと 
 
８ 多様な働き方の普及により、仕事以外の 

時間をより多くもてるようにすること 
 
９ 啓発や情報提供、相談窓口の設置、技術の 

 研修を行うこと 
 
１０ 育児や介護、地域活動を行うための、仲

間作りを進めること 

（n＝2462） 

(人) 
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問９ 最近、出生数が少なくなっていますが、あなたはその理由は何だと思いますか。 

次の中からあてはまるものをすべて選んで○をつけてください。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（n＝1934） 

410 

200 

365 

72 

237 

284 

80 

61 

144 

24 

32 

25 

0 100 200 300 400 500
１ 子どもの教育にお金がかかるなど、経済的

に余裕がないから 

２ 育児の心理的、肉体的負担 

３ 仕事をしながら子育てをするのが困難 

４ 自分の趣味やレジャーと両立しないから 

５ 結婚年齢があがっているから 

６ 結婚する人が少ないから 

７ 結婚しないで子どもをもつことに対して、

抵抗感が強いから 

８ 子どもが欲しくないから 

９ 子どもが欲しくてもできないから 

１０ その他 

１１ わからない 

１２ 無回答 

(人) １ 子どもの教育にお金がかかるなど、経済的 

に余裕がないから 

２ 育児の心理的、肉体的負担のため 

 

３ 仕事をしながら子育てをするのが困難だから 

７ 結婚しないで子どもをもつことに対して、 

抵抗感が強いから 
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 ４ 職業についてお伺いします。                                   

 

〔現在職業をもっている方にお伺いします。〕 

問 10  職業をもっている主な理由は何ですか。次の中からすべて選んで○をつけて

ください。 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

223 

76 

70 

167 

149 

87 

64 

43 

55 

53 

96 

20 

26 

58 

3 

0 100 200 300

１ 家計の足しにするなど、生計を維持するため 

２ 住宅ローンなどの借金返済のため 

３ 教育資金を得るため 

４ 将来に備えて貯蓄をするため 

５ 自分で自由に使えるお金を得るため 

６ 生きがいを得るため 

７ 自分の能力、技術、資格を活かしたいから 

８ 視野を広げたり、友人を得るため 

９ 社会に貢献するため 

10 仕事をするのが好きだから 

１１ 働くのが当然だから 

１２ 時間的に余裕があるから 

１３ 家業だから 

１４ いったん退職すると、今と同程度の条件での

再就職が難しいから 

１５ その他 

（n＝1190） 

(人) 

１４ いったん退職すると、今と同程度の条件で 

の再就職が難しいから 
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問 11 現在の社会は、あなたにとって働きやすい状況にあると思いますか。次の中

から１つ選んで○をつけてください。 

   

【問 11 回答：総数（全世代・男女）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 11 回答：男性のみ抜粋】        【問 11回答：女性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大変働きやす

い状況にあると思

う 

3% 

２ ある程度働き

やすい状況にある

と思う 

33% 

３ あまり働きや

すい状況にあると

思わない 

16% 

４ 働きやすい状

況にあると思わな

い 

9% 

５ 一概に

はいえない 

9% 

６ わからない 

10% 

無回答 

20% 

１ 大変働き

やすい状況に

あると思う 

4% 

２ ある程度

働きやすい状

況にあると思

う 

27% 

３ あまり働

きやすい状況

にあると思わ

ない 

16% 

４ 働きやす

い状況にある

と思わない 

11% 

５ 一概

にはいえ

ない 

9% 

６ わからな

い 

14% 

無回答 

19% 

１ 大変働き

やすい状況に

あると思う 

3% 

２ ある程度

働きやすい状

況にあると思

う 

37% 

３ あまり

働きやすい

状況にある

と思わない 

17% 

４ 働きやす

い状況にある

と思わない 

6% 

５ 一概に

はいえない 

9% 

６ わから 

ない 

7% 

無回答 

21% 

（n＝604） 

（n＝322） （n＝279） 
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【問 11 回答：中学生のみ抜粋】      【問 11 回答：高校生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 11 回答：２０～２９歳のみ抜粋】   【問 11回答：３０～３９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 11 回答：４０～４９歳のみ抜粋】   【問 11 回答：５０～５９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 大変働

きやすい状

況にあると

思う 

6% 

２ ある程

度働きやす

い状況にあ

ると思う 

23% 

３ あまり

働きやすい

状況にある

と思わない 

19% 
４ 働きや

すい状況に

あると思わ

ない 

6% 

５ 一概に

はいえない 

6% 

６ わから

ない 

20% 

無回答 

20% 

１ 大変働き

やすい状況に

あると思う 

2% 

２ ある程度

働きやすい状

況にあると思

う 

24% 

３ あまり働

きやすい状況

にあると思わ

ない 

7% 

４ 働き

やすい状

況にある

と思わな

い 

1% 

５ 一概には

いえない 

1% 

６ わからな

い 

18% 

無回答 

47% 

１ 大変働

きやすい状

況にあると

思う 

2% 

２ ある程

度働きやす

い状況にあ

ると思う 

57% 

３ あまり

働きやすい

状況にある

と思わない 

24% 

４ 働きや

すい状況に

あると思わ

ない 

3% 

５ 一概に

はいえない 

3% 

６ わか

らない 

3% 

無回

答 

8% 

１ 大変働き

やすい状況に

あると思う 

8% 

２ ある程度

働きやすい状

況にあると思

う 

43% 

３ あまり働

きやすい状況

にあると思わ

ない 

19% 

４ 働き

やすい状

況にある

と思わな

い 

16% 

５ 

一概

には

いえ

ない 

12% 

６ わ

からな

い 

0% 

無回答 

2% 

１ 大変働

きやすい状

況にあると

思う 

3% 

２ ある程

度働きやす

い状況にあ

ると思う 

44% 

３ あまり

働きやすい

状況にある

と思わない 

25% 

４ 働きや

すい状況に

あると思わ

ない 

17% 

５ 一概に

はいえない 

4% 

６ わか

らない 

1% 
無回答 

6% 

１ 大変働き

やすい状況に

あると思う 

2% 

２ ある程度

働きやすい状

況にあると思

う 

48% 
３ あまり働

きやすい状況

にあると思わ

ない 

11% 

４ 働きやす

い状況にある

と思わない 

14% 

５ 一概には

いえない 

14% 

６ わからな

い 

3% 

無回

答 

8% 

（n＝109） 

（n＝71） （n＝63） 

（n＝51） 

（n＝123） 

（n＝37） 
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【問 11 回答：６０～６９歳のみ抜粋】  【問 11 回答：７０歳以上のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ 大変働

きやすい状

況にあると

思う 

1% 

２ ある程

度働きやす

い状況にあ

ると思う 

36% ３ あ

まり働

きやす

い状況

にある

と思わ

ない 

15% 

４ 働きや

すい状況に

あると思わ

ない 

13% 

５ 一概に

はいえない 

13% 

６ わから

ない 

3% 
無回答 

19% 

１ 大変働き

やすい状況に

あると思う 

3% 

２ ある程度

働きやすい状

況にあると思

う 

15% 

３ あまり働

きやすい状況

にあると思わ

ない 

17% 

４ 働きやす

い状況にある

と思わない 

4% 

５ 一概には

いえない 

22% 

６ わからな

い 

13% 

無回答 

26% 

（n＝77） （n＝72） 
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〔問 11 で「あまり働きやすい状況にあると思わない」または「働きやすい状況にあ

ると思わない」と答えた方にお伺いします。〕 

問 12 それは、どのような理由からでしょうか。次の中からあてはまるものを３つ

まで選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

95 

42 

85 

20 

27 

17 

20 

13 

13 

14 

0 20 40 60 80 100

１ 働く場が限られている 

２ 能力発揮の場が少ない 

３ 労働条件が整っていない 

４ 育児施設が十分でない 

５ 昇進、教育訓練等に男女の差

別的扱いがある 
６ 結婚・出産退職の慣行がある 

７ 「男は仕事」「女は家庭」と

いう社会通念がある 
８ 家族の理解、協力が得にくい 

９ その他 

１０ わからない 

５ 昇進、教育訓練等に男女の 
差別的扱いがある 

 

 
７ 「男は仕事」「女は家庭」と 
いう社会通念がある 

（n＝346） 

(人) 
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〔現在職業をもっていない方にお伺いします。〕 

問 13 現在仕事に就いていないのは、主にどのような理由からですか。次の中から

１つ選んで○をつけてください。※中高生を除く 

 

【問１３回答：総数（全世代・男女）】※中高生を除く 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 13 回答：男性のみ抜粋】※中高生を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10 
2 

0 

8 

0 

5 

18 

1 

3 0 

3 
1 

0 

43 

4 
5 

１ 希望する就職先（職種、条件、場所等）がないから 

２ 家事や育児に手がかかるから 

３ 子どもが保育所に入所できなかったから 

４ 介護の必要な家族・親族等がいるから 

５ 家族や周囲の理解がないから 

６ 仕事に就くための技術・能力が不十分だから 

７ 健康や体力の面で不安があるから 

８ 対人関係に不安があるから 

９ 経済的に働く必要がないから 

１０ 仕事の募集がないから 

１１ 現在、就学中だから 

１２ 他にやりたいことがあるから 

１３ 女性は職業をもたないほうがよいから 

１４ 高齢のため 

１５ その他 

１６ 特に理由はない 

5 

0 

0 

1 

0 
1 

10 

0 

1 

0 

3 

1 0 

22 

1 

2 

１ 希望する就職先（職種、条件、場所等）がないから 

２ 家事や育児に手がかかるから 

３ 子どもが保育所に入所できなかったから 

４ 介護の必要な家族・親族等がいるから 

５ 家族や周囲の理解がないから 

６ 仕事に就くための技術・能力が不十分だから 

７ 健康や体力の面で不安があるから 

８ 対人関係に不安があるから 

９ 経済的に働く必要がないから 

１０ 仕事の募集がないから 

１１ 現在、就学中だから 

１２ 他にやりたいことがあるから 

１３ 女性は職業をもたないほうがよいから 

１４ 高齢のため 

１５ その他 

１６ 特に理由はない 

（n＝103） 

（n＝47） 

(人) 

(人) 
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【問 13 回答：女性のみ抜粋】※中高生を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

5 

2 
0 

7 

0 

4 

7 

1 

2 

0 

0 
0 

0 

21 

3 

3 

１ 希望する就職先（職種、条件、場所等）がないから 

２ 家事や育児に手がかかるから 

３ 子どもが保育所に入所できなかったから 

４ 介護の必要な家族・親族等がいるから 

５ 家族や周囲の理解がないから 

６ 仕事に就くための技術・能力が不十分だから 

７ 健康や体力の面で不安があるから 

８ 対人関係に不安があるから 

９ 経済的に働く必要がないから 

１０ 仕事の募集がないから 

１１ 現在、就学中だから 

１２ 他にやりたいことがあるから 

１３ 女性は職業をもたないほうがよいから 

１４ 高齢のため 

１５ その他 

１６ 特に理由はない 

（n＝55） 

(人) 



31 

 

〔現在職業をもっていない方にお伺いします。〕 

問 14 今後仕事に就きたいとお考えですか。次の中から１つ選んで○をつけてくだ

さい。※中高生を除く 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

仕事に就く

予定がある 

13% 

仕事に就きたいが

当面予定はない 

30% 
仕事に就きたくな

い 

34% 

わからない 

23% 

（n＝98） 
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問 15 あなたは、女性が出産後も離職せずに同じ職場で働き続けるために、家庭・ 

社会・職場において必要なことは何だと思いますか。次の中からあてはまるも

のをすべて選んで○をつけてください。 

 

【問 15 回答：総数（全世代・男女）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 15 回答：男性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

456 

215 

277 

335 

272 

238 

336 

263 

216 

13 

9 

23 

27 

0 200 400 600
１ 保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の

整備 

２ 介護支援サービスの充実 

３ 家事・育児サービスの充実 

４ 男性の家事参加への理解・意識改革 

５ 働き続けることへの周囲の理解・意識改革 

６ 男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革 

７ 職場における育児・介護との両立支援制度の充実 

８ 短時間勤務制度や在宅勤務制度などの充実 

９ 育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進など

への不利益な取扱いの禁止 

１０ その他 

１１ 特にない 

１２ わからない 

無回答 

193 

94 

128 

143 

113 

99 

134 

108 

99 

10 

7 

17 

11 

0 50 100 150 200
１ 保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の

整備 

２ 介護支援サービスの充実 

３ 家事・育児サービスの充実 

４ 男性の家事参加への理解・意識改革 

５ 働き続けることへの周囲の理解・意識改革 

６ 男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革 

７ 職場における育児・介護との両立支援制度の充実 

８ 短時間勤務制度や在宅勤務制度などの充実 

９ 育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進など

への不利益な取扱いの禁止 

１０ その他 

１１ 特にない 

１２ わからない 

無回答 

１ 保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の 

 整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
９ 育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進など 

 への不利益な取扱いの禁止 

１ 保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の 

 整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

９ 育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進など 

 への不利益な取扱いの禁止 

（n＝1156） 

（n＝2680） 

(人) 

(人) 
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【問 15 回答：女性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

261 

120 

149 

191 

157 

138 

201 

154 

115 

3 

2 

6 

15 

0 100 200 300

１ 保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の

整備 

２ 介護支援サービスの充実 

３ 家事・育児サービスの充実 

４ 男性の家事参加への理解・意識改革 

５ 働き続けることへの周囲の理解・意識改革 

６ 男女双方の長時間労働の改善を含めた働き方改革 

７ 職場における育児・介護との両立支援制度の充実 

８ 短時間勤務制度や在宅勤務制度などの充実 

９ 育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進など

への不利益な取扱いの禁止 

１０ その他 

１１ 特にない 

１２ わからない 

無回答 

１ 保育所や学童クラブなど、子どもを預けられる環境の 

 整備 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 育児や介護による仕事への制約を理由とした昇進など 

 への不利益な取扱いの禁止 

（n＝1512） 

(人) 
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 ５ 仕事と家庭・社会活動の両立についてお伺いします。                 

 

問 16 男女が共に仕事と家庭・社会活動の両立を可能とするためには、特にどのよ

うなことが必要だと思いますか。 

(1)女性及び(2)男性それぞれの場合について、次の中からあてはまるものをす

べて選んで○をつけてください。 

 

(1) 女性についてはどうでしょうか。（男性の方もお答えください） 

 

 【問 16(1)回答：総数（全世代・男女）】  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

348 

314 

128 

285 

375 

307 

226 

282 

253 

97 

316 

180 

8 

29 

0 100 200 300 400
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝3148） 

(人) 
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【問 16(1)回答：男性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(1)回答：女性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

157 

144 

61 

127 

157 

127 

100 

121 

92 

44 

134 

81 

4 

18 

0 50 100 150 200
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

190 

169 

67 

157 

218 

180 

125 

160 

160 

53 

181 

98 

4 

10 

0 100 200 300
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝1367） 

（n＝1772） 

(人) 

(人) 
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【問 16(1)回答：中学生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(1)回答：高校生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

82 

85 

36 

56 

74 

73 

54 

71 

55 

26 

88 

56 

2 

4 

0 50 100
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

51 

57 

16 

30 

52 

36 

14 

35 

24 

9 

45 

17 

0 

1 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝387） 

（n＝762） 

(人) 

(人) 
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【問 16(1)回答：2０～2９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(1)回答：3０～3９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

28 

23 

8 

26 

29 

21 

24 

24 

21 

10 

26 

15 

0 

1 

0 10 20 30 40
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

37 

29 

16 

37 

39 

33 

33 

37 

30 

12 

30 

15 

1 

0 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝256） 

（n＝349） 

(人) 

(人) 



38 

 

【問 16(1)回答：４０～４９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(1)回答：５０～５９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

41 

37 

14 

42 

54 

34 

33 

34 

28 

11 

36 

23 

1 

0 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

36 

25 

12 

25 

37 

35 

27 

26 

33 

5 

30 

15 

2 

2 

0 10 20 30 40
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝388） 

（n＝310） 

(人) 

(人) 
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【問 16(1)回答：6０～6９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(1)回答：70歳以上のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

37 

32 

12 

30 

50 

39 

18 

29 

31 

8 

26 

18 

0 

5 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

36 

26 

14 

38 

40 

36 

23 

25 

30 

16 

35 

21 

2 

16 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 
整備（代替要員の確保など） 

 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就
職が可能となるような制度の導入 

 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 
など） 

 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 
休業中の手当の増額など） 

 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 
保育・介護時間の延長など） 

 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 
整備（代替要員の確保など） 

 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就
職が可能となるような制度の導入 

 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 
など） 

 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 
休業中の手当の増額など） 

 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 
保育・介護時間の延長など） 

 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝335） 

（n＝358） 

(人) 

(人) 
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(2) 男性についてはどうでしょうか。（女性の方もお答えください） 
 

【問 16(2)回答：総数（全世代・男女）】  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

274 

236 

123 

279 

332 

216 

245 

254 

212 

106 

323 

168 

6 

40 

0 100 200 300 400

１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が可

能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休業

中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる窓

口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝2814） 

(人) 
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【問 16(2)回答：男性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(2)回答：女性のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

133 

113 

60 

125 

137 

92 

99 

119 

94 

42 

132 

74 

3 

20 

0 50 100 150
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が

可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休

業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる

窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

139 

122 

63 

153 

194 

123 

146 

135 

118 

64 

190 

94 

3 

19 

0 100 200 300
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が可

能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休業

中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる窓

口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝1243） 

（n＝1563） 

(人) 

(人) 
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【問 16(2)回答：中学生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(2)回答：高校生のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

72 

72 

39 

58 

71 

59 

49 

64 

48 

27 

92 

50 

2 

5 

0 50 100
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整

備（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職

が可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム

など） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護

休業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や

保育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談でき

る窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

48 

42 

11 

30 

34 

26 

21 

31 

21 

14 

46 

16 

0 

1 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が可

能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休業

中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる窓

口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝708） 

（n＝341） 

(人) 

(人) 
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【問 16(2)回答：２０～２９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(2)回答：３０～３９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

18 

17 

8 

24 

28 

15 

28 

21 

18 

7 

25 

14 

0 

1 

0 10 20 30
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が

可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休

業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる

窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

24 

19 

14 

36 

35 

20 

32 

32 

25 

13 

32 

13 

1 

2 

0 10 20 30 40１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が可

能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休業

中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる窓

口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝224） 

（n＝298） 

(人) 

(人) 
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【問 16(2)回答：４０～４９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(2)回答：５０～５９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27 

25 

10 

36 

46 

29 

31 

32 

19 

12 

37 

24 

0 

3 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が

可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休

業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる

窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

24 

15 

8 

31 

40 

15 

30 

23 

27 

6 

30 

15 

1 

3 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が

可能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休

業中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる

窓口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝331） 

（n＝268） 

(人) 

(人) 



45 

 

【問 16(2)回答：6０～6９歳のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問 16(2)回答：７０歳以上のみ抜粋】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

31 

23 

17 

35 

40 

21 

30 

26 

23 

11 

27 

21 

0 

9 

0 20 40 60
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が可

能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休業

中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる窓

口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝314） 

29 

23 

16 

28 

38 

30 

24 

25 

31 

16 

34 

15 

2 

16 

0 10 20 30 40
１ 給与、仕事内容等の労働条件面での男女間格差の解消 

２ 昇進、昇格の機会で男女差をなくす 

３ 研修や就学、職業訓練の機会の確保 

４ 労働時間の短縮及び休暇制度の充実・普及 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の整備

（代替要員の確保など） 

６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就職が可

能となるような制度の導入 

７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイムな

ど） 

８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護休業

中の手当ての増額など） 

９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や保

育・介護時間の延長など） 

１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談できる窓

口の設置 

１１ 「男は仕事、女は家庭」といった意識の解消 

１２ 家庭や学校における男女平等教育 

１３ その他 

無回答 

５ 育児休業・介護休業制度を利用しやすい職場環境の 

整備（代替要員の確保など） 
 
６ 育児や介護のために退職した職員の復職または再就

職が可能となるような制度の導入 
 
７ 柔軟な勤務制度の導入（在宅勤務やフレックスタイム 

など） 
 
８ 金銭面での支援の充実（出産一時金や育児休業・介護 

休業中の手当の増額など） 
 
９ 保育・介護サービスの向上（保育・介護施設の充実や 

保育・介護時間の延長など） 
 
１０ 仕事と家庭生活等の両立等の問題について相談で 

きる窓口の設置 

（n＝327） 

(人) 

(人) 
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６ ドメスティック・バイオレンス（ＤＶ）などについてお伺いします。               

 

問 17 「配偶者からの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、ストーカー行為、セク 

シュアル・ハラスメント等」を防止するためには、どのようなことが必要だと

考えますか。次の中からあてはまるものをすべて選んで○をつけてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

380 

425 

187 

194 

273 

234 

286 

323 

174 

158 

19 

31 

12 

0 100 200 300 400 500
１ 家庭で保護者が子どもに対し、命の大切さや男女平等

について教育を行う 

２ 学校で、児童・生徒・学生に対し、命の大切さや男女

平等について教育を行う 

３ 地域で、暴力を許さない社会づくりのための研修会、

イベントなどを行う 

４ メディア（新聞・テレビなど）を活用して、広報・啓

発活動を積極的に行う 

５ 加害者の取り締まりを強化する 

６ 暴力を振るったことのある者に対し、二度と繰り返さ

ないための教育を行う 

７ 加害者への罰則を強化する 

８ どんな理由があっても、暴力をふるってはいけないと

いうことの周知 

９ 暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、ビデオ、

ゲームソフトなど）を取り締まる 

１０ メディア（新聞・テレビなど）が自主的な取り組み

を強化し、暴力表現を取り扱わないよう取り組む 

１１ その他 

１２ わからない 

無回答 

１ 家庭で保護者が子どもに対し、命の大切さや男女平等 

 について教育を行う 
 
２ 学校で、児童・生徒・学生に対し、命の大切さや男女 

平等について教育を行う 
 
３ 地域で、暴力を許さない社会作りのための研修会、 

イベントなどを行う 
 
４ メディア（新聞・テレビなど）を活用して、広報・ 

啓発活動を積極的に行う 
 
５ 加害者の取り締まりを強化する 

 

６ 暴力を振るったことのある者に対し、二度と繰り返さ

ないための教育を行う 
 
７ 加害者への罰則を強化する 

 

８ どんな理由があっても、暴力を振るってはいけないと 

いうことの周知 
 
９ 暴力を助長するおそれのある情報（雑誌、ビデオ、 

ゲームソフトなど）を取り締まる 
 
１０ メディア（新聞・テレビなど）が自主的な取り組み 

を強化し、暴力表現を取り扱わないよう取り組む 

（n＝2696） 

(人) 
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 ７ 男女共同参画施策についてお伺いします。              

 

問 18 男性と女性が、家庭、地域社会、職場、教育、政治の場などあらゆる分野に、 

共同で参画する社会を実現するためには、行政は、今後どのようなことに力を

入れていくべきだと思いますか。次の中から主なものを３つまで選んで○をつ

けてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

296 

151 

83 

229 

103 

213 

144 

124 

48 

32 

37 

10 

38 

21 

0 100 200 300 400

１ 男女平等を目指した制度の制定や見直し 

２ 政策決定の場への女性の積極的な登用 

３ 各種団体の女性リーダーの養成 

４ 職場における男女の均等な取扱いの周知徹底 

５ 女性の就労機会の確保、女性の職業教育や職

業訓練の充実 

６ 保育所、放課後児童クラブ（学童保育）など

の施設・サービスの充実 

７ 高齢者や病人の施設や介護のサービスの充実 

８ 学校教育や社会教育・生涯学習の場での男女

平等や相互理解についての学習の充実 

９ 女性の生き方に関する情報提供や交流の場と

なる拠点施設の整備 

１０ 各国の女性との交流や情報提供などの国際

交流の推進 

１１ 広報誌やパンフレットなどによる男女平等

や相互理解・協力についてのＰＲ 

１２ その他 

１３ わからない 

無回答 

５ 女性の就労機会の確保、女性の職業教育や 

職業訓練の充実 
 
６ 保育所、放課後児童クラブ（学童保育）など 

の施設・サービスの充実 
 
７ 高齢者や病人の施設や介護のサービスの充実 

 

８ 学校教育や社会教育・生涯学習の場での男女 

平等や相互理解についての学習の充実 
 
９ 女性の生き方に関する情報提供や交流の場と 

なる拠点施設の整備 
 
１０ 各国の女性との交流や情報提供などの国際 

交流の推進 
 
１１ 広報誌やパンフレットなどによる男女平等 

や相互理解・協力についてのＰＲ 

（n＝1529） 

(人) 
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問 19 地域の防災で、性別の視点に配慮して取り組む必要があると思うことは何          

ですか。次の中から３つまで選んで○をつけてください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

(人) 

230 

94 

225 

121 

31 

81 

30 

27 

16 

0 50 100 150 200 250

１ 避難所の設備 (男女、多目的別のトイレ・更

衣室、防犯対策等) 

２ 避難所運営の方針決定などにおいて女性や有

識者が参画すること 

３ 乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性(女性

用品等)、多様な性に対する備えやニーズの把握、

支給する際の配慮 

４ 災害時の救援医療体制(診療・治療体制、妊産

婦をサポートする保健師・助産師の配置) 

５ 被災者に対する相談体制 

６ 対策本部に女性が配置され、女性の視点から

の対策を行うこと 

７ 防災計画・復興計画策定過程、防災会議等に

女性が参画すること 

８ 物資の備蓄を充実させること 

無回答 

（n＝855） 

(人) 
１ 避難所の設備（男女、多目的別のトイレ・ 

更衣室、防犯対策等） 

 

２ 避難所運営の方針決定などにおいて女性や 

有識者が参画すること 

 

３ 乳幼児、高齢者、障がい者、病人、女性 

（女性用品等）、多様な性に対する備えや 

ニーズの把握、支給する際の配慮 
 
４ 災害時の救援医療体制（診療・治療体制、 

妊産婦をサポートする保健師・助産師の配置） 

 

５ 被災者に対する相談体制 

 

６ 対策本部に女性が配置され、女性の視点 

からの対策を行うこと 

 

７ 防災計画・復興計画策定過程、防災会議等 

に女性が参画すること 
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問 20 男性と女性が、家庭、地域社会、職場、教育、政治の場などあらゆる分野に、 

共同で参画する社会を実現するために、市に対してのご意見やご要望がありま

したら、自由にお書きください。 

 

【主な回答内容】 

・互いを思いやる、尊重し合うことの大切さを小さい時から育っていく環境の中で

培っていけるような「ことばの教育」は欠かせません。家庭内、地域内、様々な

団体内などで、美しい、優しい、温かい言葉使いを学び合っていけるような取組

がぜひほしい。 

 

・男性がもっと積極的に育児休暇を取れる環境をつくってほしい。 

 

・女性管理職を今より増やすなど、また、能力に応じた職域を確保して発揮しても

らうのも一理あると思います。 

 

・産休、育休などでの離職復帰をさせる制度を各企業などに義務化させるなどしな

いと女性の職場復帰や出産に関しても増えてこない。女性が活躍する、女性が多

いまちは自然と元気で明るいまちになっていくと思います。 

 

・今の社会、女子に対する差別や偏見などが問題になっているが、だからといって

女子中心の政策になってしまうので、そのバランスを保ってほしい。 

 

・どちらか一方が強くなり過ぎないように「平等」を目指してほしい。 

 

・幼少のころから教育をすることで、性についての正しい知識や男女両方への理解

が深まると思います。 

 

・ＳＤＧｓ未来都市として男女両方への尊重や理解度を高め、日本の男女平等を目

指す近未来都市へとなれると良いと思います。 

 

・女性男性どちらにも優しいまちづくりをしてほしい。 

 

・男性と女性が集まり、話し合いができる場があればいいのではないかと思います。 

 

 


